
第
27
回

　
６
月
24
日
、本
店
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
第
27
回
通
常
総
代
会
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は

1
3
3
名
の
本
人
出
席
が
あ
り
、書
面
出
席
と
あ
わ
せ
て
8
3
7
名
の
総
代
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

 

議
事
で
は
、令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
や
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
策
定
な
ど
６
議

案
お
よ
び
附
帯
決
議
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
代
会

総
代
会

特集提
出
議
案

令
和
7
年
度
事
業
報
告
、

剰
余
金
処
分
案
の
承
認
の
件

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
一
部
変
更
の
件

令
和
8
年
度
事
業
計
画
の
策
定
の
件

役
員
の
補
欠
選
任
の
件

退
任
理
事
に
対
す
る
退
職
慰
労
金
支
給
の
件

役
員
の
報
酬
に
関
す
る
件

第
1
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
6
号
議
案

附
帯
決
議

　

本
総
代
会
の
決
議
事
項
中
、権
利
義
務
に
関
し
な

い
軽
微
な
事
項
の
修
正
、違
算
及
び
誤
字
の
修
正

並
び
に
法
令
そ
の
他
行
政
庁
の
処
分
ま
た
は
こ
れ

に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
必
要
な
修
正
は
、理
事
会
に

一
任
す
る
。

議
長
に
選
出
さ
れ
た

田
中 

政
治 

氏

（
輪
之
内
町
藻
池
新
田
）

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、日
頃
よ
り
J
A
事
業
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
わ
が
国
の
経
済
は
国
際
情
勢
の
緊
迫
化
や
資
源
価
格
変

動
な
ど
外
部
環
境
の
不
確
実
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、農
業
分
野
で

も
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
経
営
を
圧
迫
す
る
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、令
和
7
年
度
は
第
10
次
中
期
経
営
計
画
の
初
年

度
と
し
て
、「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」「
食

と
農
を
支
え
る
仲
間
づ
く
り
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」「
持

続
可
能
な
総
合
事
業
経
営
の
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
」の
各
取
り

組
み
に
対
し
て
、概
ね
計
画
通
り
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
は
第
10
次
中

期
経
営
計
画
の
中
間
年
度
と

な
り
ま
す
が
、岐
阜
県
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
共
通
方
針
を
基
本

に
、食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地

域
に
根
差
し
た「
な
く
て
は
な

ら
な
い
農
協
」と
し
て
、地
域

農
業
を
守
る
と
と
も
に
地
域

社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。

組
合
長
あ
い
さ
つ

役
員
の

選
任
に
つ
い
て

　

役
員
１
名
の
辞
任
に

伴
い
、山
田　
敏
治　
氏
が

令
和
8
年
6
月
24
日
付

で
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。任
期
は
現
役
員
の
任

期
満
了
の
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。 山

田 

敏
治 

氏

（
大
垣
市
南
市
橋
町
）

代
表
理
事
組
合
長

玉
井 

寛
之



　
第
10
次
中
期
経
営
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」「
食
と
農
を
支
え
る
仲
間
づ
く
り
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
」「
持
続

可
能
な
総
合
事
業
経
営
の
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
」の
基
本
方
針
の
も
と
、総
合
事
業
経
営
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。各
事
業
の
成
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

指
導
事
業

令
和
7
年
度
事
業
報
告

剰余金処分

Ⅰ 当期未処分剰余金
 1,963,263,500円
Ⅱ 剰余金処分額
　　１ 任意積立金
 1,364,431,121円
　　　（うち経営安定積立金
 1,268,411,881円）
　　　（うち施設整備積立金
 96,019,240円）
　　２ 出資配当金（2.0％）
 83,707,306円
Ⅲ 次期繰越剰余金 515,125,073円

（注）表示している数値は、単位未満を切り捨てて
　　いますので合計が内訳数値の合計と一致し
　　ない場合があります。
　　科目の内訳は、主要科目を抜粋しています。

貸借対照表（令和8年3月31日現在）
（単位：千円）

資産の部
科 目

資産の部合計

負債の部合計

純資産の部合計
負債及び純資産の部合計616,890,574

金 額 科 目 金 額
負債及び純資産の部

信用事業資産
共済事業資産
経済事業資産
雑資産
固定資産
外部出資
繰延税金資産
前払年金費用

572,515,992
3,414

5,305,276
765,567
8,835,671
29,098,991
258,509
107,151

信用事業負債
共済事業負債
経済事業負債
雑負債
諸引当金

組合員資本
評価・換算差額等

577,593,041
1,220,583
1,133,193
933,997
908,248

581,789,065
39,540,216
△ 4,438,706
35,101,509
616,890,574

損益計算書（令和7年4月1日～令和8年3月31日） （単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

事業総利益

信用事業総利益

共済事業総利益

購買事業総利益

販売事業総利益

利用事業総利益

その他事業総利益

指導事業収支差額

6,671,654

3,472,112

1,394,168

359,119

391,804

1,080,015

66,247

△ 91,812

 　　事業管理費

事業利益

経常利益

税引前当期利益

当期剰余金

当期未処分剰余金

6,102,813

568,840

1,020,692

906,008

695,850

1,963,263

　
担
い
手
に
対
し
て
、出
向
く
専
任
担
当
者
T
A
C
を
中
心
に

訪
問
活
動
を
行
い
、作
付
け
提
案
や
情
報
提
供
、経
営
リ
ス
ク

に
対
す
る
保
障
提
案
な
ど
持
続
的
な
農
業
経
営
に
向
け
た
総

合
事
業
提
案
を
行
い
ま
し
た
。女
性
部
活
動
で
は
、食
と
農
の

仲
間
づ
く
り
を
進
め
る「
あ
ぐ
り
ん
活
動
」、地
域
の
よ
り
ど
こ

ろ
を
目
指
し
た「
に
し
み
の
カ
フ
ェ
〜
ひ
だ
ま
り
〜
」な
ど
を
行

い
ま
し
た
。広
報
で
は
、広
報
誌「
J
A
N
！
」の
発
行
と
と
も

に
、S
N
S
や
新
聞
な
ど
の
各
種
媒
体
を
通
じ
て
管
内
農
業
の

旬
な
情
報
等
の
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

販
売
事
業

　
農
業
者
の
所
得
増
大
に
向
け
、主
食
用
・
業
務
用
米
に
つ
い
て
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
直
接
販
売

を
行
い
ま
し
た
。直
接
販
売
の
推
進
に
よ
り
、令
和
6
年
産
米
で
は
1
俵
当
た
り
7
4
4
円
〜

1
4
7
4
円
の
最
終
追
加
精
算
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。園
芸
品
目
に
つ
い
て
は
、部

会
単
位
で
契
約
栽
培
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、市
場
関
係
者
、実
需
者
と
の
情
報
共
有
、協
議・

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

購
買
事
業

　
令
和
8
年
肥
料
・
農
薬
予
約
注
文
書
に
お
い
て
、重
点
普
及
品

目
を
設
定
し
特
別
価
格
対
応
を
行
っ
た
こ
と
や
、新
規
ハ
ウ
ス
資

材
の
受
注
、ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
の
更
新
に
よ
る
保
温
資
材
の
需
要

増
加
な
ど
に
よ
り
生
産
資
材
の
取
扱
高
は
前
年
実
績
を
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、大
口
奨
励
金
に
つ
い
て
、肥
料・農
薬

の
年
間
購
入
金
額
に
応
じ
て
奨
励
金
の
支
払
い
を
行
い
、農
業
者

の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

信
用
事
業

　
退
職
者
向
け
の
特
別
優
遇
金
利
定
期
貯
金「
第
二
の
人
生
応
援
プ
ラ
ン
2
0
2
5
」の
発
売
や
、夏

冬
の
特
別
金
利
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
活
用
し
、貯
金
の
獲
得
に
努
め
ま
し
た
。貸
出
金
で
は
、支
店
担

当
者
、T
A
C
等
が
連
携
し
担
い
手
、農
業
法
人
等
へ
の
農
業
融
資
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
資
金
の
P
R
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
育
苗
セ
ン
タ
ー
、カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、ビ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
施
設
で
、能
力
に
応
じ
た
効
率
的
な
稼
働
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
、米
・
麦
・
大
豆
の
施
設
利
用
の
担
い
手
支
援
と
し
て
、

利
用
量
に
応
じ
た
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

共
済
事
業

　
組
合
員
・
利
用
者
と
の
関
係
性
の
強
化
と
保
障
充
足
を
実
現
す
る
た
め
、満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る

「
感
謝
の
気
持
ち
」「
3
つ
の
質
問
」「
あ
ん
し
ん
チ
ェ
ッ
ク
」に
よ
る
3
Q
訪
問
活
動
を
行
い
、加
入
内
容

説
明
や
保
障
点
検
を
よ
り
一
層
丁
寧
に
行
い
ま
し
た
。ま
た
、次
世
代
、子
育
て
世
代
と
の
つ
な
が
り
を

意
識
し
た
訪
問
活
動
か
ら
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、安
心・満
足
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

利
用
事
業



　通常総代会議案説明会が６月８日から１６日にかけて
各区域で行われました。総代の方々からは、貴重なご意見
をいただきありがとうございました。議案説明会において
いただいた主なご意見と回答を紹介させていただきます。

QA

Q A&

　
4
年
連
続
で
貯
金
残
高
が
減
少

傾
向
で
す
が
、今
後
、貯
金
残
高
を

増
加
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
厳
し
く

な
い
で
す
か
。

　
貯
金
残
高
の
減
少
要
因
と
し
て

は
、人
口
の
減
少
、他
金
融
機
関
へ
の

預
け
替
え
、相
続
時
の
流
出
、投
資

や
保
険
商
品
へ
の
資
金
移
行
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、コ
ロ
ナ

禍
以
降
、組
合
員・利
用
者
の
皆
さ

ま
と
の
関
係
性
が
希
薄
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
も
一
因
と
し
て
考
え
ま

す
の
で
、日
頃
か
ら
会
っ
て
話
す
こ

と
で
関
係
性
を
強
化
し
、役
立
つ
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
で
組
合
員・利

用
者
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
若
年
層
と
の
繋
が
り
強
化
と
し

て
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
や
N
I
S
A
を
活

用
し
、家
計
の
メ
イ
ン
化
に
お
い
て

は
給
与
や
年
金
振
込
の
獲
得
に
よ

り
貯
金
残
高
の
伸
張
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

QA 　
集
落
営
農
組
織
の
高
齢
化
に
よ
り
、営
農

継
続
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。㈲
J
A
に
し
み

の
興
農
社
の
規
模
拡
大
を
望
ん
で
い
ま
す

が
、ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
㈲
J
A
に
し
み
の
興
農
社
は
、農
地
の
条

件
に
も
よ
り
ま
す
が
、担
い
手
が
い
な
い
地

域
の
農
地
を
受
託
し
、耕
作
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。ま
た
、大
豆
の
収
穫
作
業
な
ど
、担
い

手
の
部
分
作
業
も
受
託
す
る
な
ど
、地
域
に

寄
り
添
っ
て
、担
い
手
支
援
を
行
い
な
が
ら

営
農
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。多
く

の
地
域
で
、担
い
手
の
高
齢
化
に
よ
り
後
継

者
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、営
農
組
織

の
継
続
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

ま
ず
は
地
域
の
個
人
の
担
い
手
や
営
農
法

人
の
皆
さ
ま
と
話
し
合
い
を
進
め
た
上
で
、

地
域
で
の
個
人
の
担
い
手
や
営
農
法
人
の

再
編
を
行
い
、担
い
手
確
保
を
優
先
し
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。な
お
、再
編
な
ど
に
よ

り
担
い
手
確
保
が
困
難
な
場
合
は
、㈲
J
A

に
し
み
の
興
農
社
に
よ
る
受
託
を
含
め
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

QA 　「
第
4
次
J
A
に
し
み
の
農
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
担
い
手
や
多
様
な
農
業
者
の
確

保
、気
候
変
動
に
対
し
た
農
業
生
産

技
術
の
確
立
、需
要
に
応
じ
た
販
売

等
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、岐
阜
県

が
策
定
し
た「
ぎ
ふ
農
業
活
性
化
基

本
計
画
」と
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、令
和
8
年
度
か
ら
令
和
12
年
度

の
5
カ
年
を
実
施
期
間
と
し
て
策

定
し
た
も
の
で
す
。基
本
理
念
を

「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
」と
し
、基
本
方
針
に
基

づ
い
た
具
体
的
取
組
内
容
と
主
要

品
目
別
・
区
域
別
重
点
取
組
を
掲

げ
、J
A
の
役
割
を
明
確
に
し
て
お

り
、今
後
、正
組
合
員
の
皆
さ
ま
に

は
改
良
組
合
長
会
な
ど
各
種
会
合

等
に
て
周
知
す
る
計
画
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

第27回通常総代会

提出議案に対する
主なご意見・回答

　令和8年度は、第10次中期経営計画（令和7年度～9年度）の２年目として、引き続き営農販売事業を中心に信用・共
済・購買事業等を含めた総合事業経営を展開し、持続可能な地域農業や地域社会づくりに取り組むとともに、農業者や
利用者の営農・生活を総合的に支えてまいります。

Ⅰ　次世代につなぐ持続可能な農業の実現
　担い手経営体への経営支援や、次世代総点検運動の実践を通じた次世代の担い手経営体等の確保・支援と
ともに、安全・安心で環境に配慮した農業の推進に取り組みます。また、農業者の所得増大を図り、次世代につ
なぐ持続可能な農業を実現します。

Ⅱ　食と農を支える仲間づくりによる地域活性化への貢献
　食と農を支える仲間づくりを進めることで組合員・地域住民とＪＡとの関係強化を図り、活動や事業を通じた
組合員の豊かなくらしの実現と地域社会の活性化に貢献します。また、適切な情報発信により、食・農・ＪＡにか
かる理解醸成を図ります。

Ⅲ　持続可能な総合事業経営のための経営基盤強化
　ＪＡの総合事業経営にかかるサービスを提供できるよう、成長・効率化に向けた取り組みを実践し、持続可能
な収益性及び将来にわたる健全性を確保します。また、適切な内部統制を構築・運用することにより、持続可能
な総合事業経営のための経営基盤強化を図ります。
　さらに、組合員と地域を支える人材の育成に取り組みます。

経営理念　　

基本方針

主要事業量計画

米 …………………… 26万俵
麦 ………… 11万5,000俵
大豆 …………………… 3万俵
販売品取扱高 ……… 105億円

▶販売事業

▶購買事業
購買品取扱高 …………55億円

▶共済事業
長期共済保有高 …… 8,482億円

▶信用事業
貯金 ……………………5,790億円
預金 …… 4,217億5,200万円
有価証券 ……662億7,600万円
貸出金 ………880億2,900万円

▶利用事業
米（荷受重量） ………2万4,800㌧
麦（荷受重量） ……………9,000㌧
大豆（出来高重量） ………2,100㌧
水稲苗 ……………48万5,000箱

未来を見つめ 西美濃の大地に根ざして
さまざまな人々に 豊かな恵みとうるおいを与えるＪＡ

ビジョン 職員自ら考え行動し、組合員・利用者と共に
新しい価値を創造できる、魅力あるJAを目指します。

令和８年度事業計画


